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主張 

 平成２９年度に学習指導要領が改訂され，これまでの「関心・意欲・態度」という評価から「主体的に学習に取り
組む態度」に転換された。しかしながら，自身の指導や評価の方法を振り返ると，「挙手の回数や授業態度」といっ
た性格や行動面の評価が行われることも少なくなかった。また，「主体的に学習に取り組む態度」は，「知識・技能」
「思考・判断・表現」といった認識内容とともに育てる必要がある。そのため，子どもの自発的な思いだけでは，
「主体的な学習に取り組む態度」を育てることは難しいと考える。教師がねらいをもち，児童の「主体的に学習に取
り組む態度」を育てることで，「何ができるようになるか」といった学習評価の充実に繋げることができると考え，
本研究を実施した。 

 

１ 主題設定の理由 

 新学習指導要領は，「主体的に学習に取り組む態度」の評価について，児童の「粘り強い取り組みを行おうとする
側面」や「自らの学びを調整しようとする側面」を捉えることと明示している。しかしながら，これまでの自身の授
業を振り返ると，これらを判断する基準が弱く，妥当性の高い評価をしていたとは言い難い。学習評価とは，①「児
童の学習改善につながっていくもの」②「教師の指導改善につながるもの」③「これまでの慣行としておこなわれて
きたものでも，必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと」のように授業改善と結びついたものである。
つまり，教師の働きかけの改善は，児童の学習改善となる。評価規準を再度見直して設定し，児童の「主体的に学習
に取り組む態度」を高めていくことが必要であると判断した。 
 これらのことから，本研究では，「主体的に学習に取り組む態度」の「評価場面」（児童の姿）を焦点化することで，
児童の主体的に学習に取り組む態度が高まり，「何ができるようになるか」といった学習評価の充実に繋げることが
できるか検証する。 

 

２ 研究方法と内容 

（１） 研究方法 

・６年生社会科『室町文化と力をつける人々』 令和４年度 村上市立瀬波小学校６年１組 ２１名 
 【抽出児童】 
 Ａ児：社会科は好きかというアンケートに対して，「好きな教科」としている。しかし，歴史については，暗記

教科という意識が強く，苦手意識を示す。また，「問いをもつ」ことや「問いをもって解決する」といっ
た知識を関連付けることに苦手意識を示している。 

Ｂ児：社会科は好きかというアンケートに対して，「苦手」としている。情報が多くなり，整理出来なくなると，
自分の考えを表出するに至らないことが多い。 

 

（２） 研究の内容 

   「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，児童の主体的に学習に取り組む態度が最も表出されると考える以
下の３つの場面で行う。 

 ① 既習知識を活用し，学習課題への仮説を立てる場面 
  ② 対話により習得した内容をもとに，学習課題への仮説を立てる場面 
  ③ 学習課題解決後に，「新たな問い」を立てる場面 
 
① 対話により習得した内容とともに，学習課題への仮説を立てる 
   「会話」は，個人の中で生まれた疑問を話し合うものと定義する。（個々に違うものであることから，深化さ

せることが難しい）一方で，「対話」は，同じ問いをもとに解決に向けて話し合う姿と定義する。自分と他者の
考えが比較され，共通点や相違点が検証され，考えの更新や深化が可能であると考える。（米田豊）予想を仮説
へと高める場面では，自己や他者が対話して，学習課題を解決しようとすることが重要である。 

評価 Ａ Ｂ C 
 対話の中で，自分の考えが「広がる」「強化さ

れる」きっかけとなった発言を示している。ま
た，それらの発言を受け，自分の考えがどのよ
うに変化したか記述している。 

対話の中で，自分の考えが「広
がる」「強化される」きっかけと
なった発言を示している。 

Ａ，Ｂの基準を満たす内容を記述
していない。 

 
② 既習知識を活用し，学習課題への仮説を立てる 
   直感的に思考を働かせて自由な発想を展開する場面は，子どもの主体性が顕著に表出する。しかし，「当て推



量」の考えだけでは妥当性の低い予想の出し合いとなり，子どもの思考は深化しない。また，「当て推量」の考
えを多く出せば，評価が高くなるとも言い難い。（岩田一彦）ここでは，学習課題の解を既習知識や対話により
獲得した内容を活用し，それらを根拠として示すことを「仮説を立てる」とする。 

評価 Ａ Ｂ C 

 前時までに習得した知識を活用し
て，複数仮説を立てることができる。 

前時までに習得した知識を活用し
て，仮説を立てることができる。 

当て推量の予想しか立てることができな

い。または，予想を立てることができない。 

 

③ 学習課題解決後に，「新たな問い」を立てる 

   「問い」を立てるという行為は，児童が社会的事象に関心をもっているとする判断基準の一つになると考える。
本研究では，「疑問」と「問い」を次のように区分する。「疑問」は，個人の中で生まれた違和感や不思議感で，
解決の必要性が高いものから低いものまでばらつきがあるものと定義する。一方で，「問い」は社会的事象に対
して抱いた違和感を学級全体で共通理解し，解決しようと意欲をもつものと定義する（米田豊）。「問い」を立て
る場面は，単元内の振り返り記述と単元終了後の単元を貫く課題について答える場面の両方を見とるものとする。 

評価 Ａ Ｂ C 

 「新たな問い」が，「新たな社会事象への応用」「深ま
った問いの発見，探求」「価値分析・未来予測」に当て
はまり，単元の学習で習得した知識をもとに問いの理由
付けができている。 

「新たな問い」が，「新たな社会事象
への応用」「深まった問いの発見，探
求」「価値分析・未来予測」に当てはま
っている。 

当て推量の予想しか立てることが
できない。または，予想を立てるこ
とができない。 

 
児童の発話や Google 提供アプリ「まなびポケット・スク

ールタクト」で作成したデジタルポートフォリオを用いて，
これら３つの場面を見とり検証した。 

   本研究では,特に ICTの活用に力点を置いた。ICTを活用す
ることで,児童の振り返り等を「可視化」「共有」「蓄積」す
ることが容易になる。他者の考えを自由に参照し,自分の考
えを「広める」「強化する」ことに適しており,個人の学習活
動の幅が広がると考えた。 

   「単元前後の考えの変容が見とりやすい」「単元を貫く学
習課題を意識しやすい」「毎時間の振り返りが見やすい」こ
とからデジタルポートフォリオは,左図のように作成した。
なお,このポートフォリオは, 「共同閲覧モード」に設定し,
児童が相互に見合えるようにした。 

   振り返りは,全児童がこの形式記載することとした。 
   また，児童の学習ノートにつ

いては，「紙ノート」と「デジ
タルノート」を児童が選択出来
るように働きかけを行った。学
級２１人中,１４人が「デジタ
ルノート」７人が「紙ノート」
を活用していた。「デジタルノ
ート」は,児童が自分に必要な
資料を添付したり,参照したサ
イトの URL を添付したりして,事後の振り返りにも活用できるようにした。 

 

３ 研究の実際 ６年生社会科『室町文化と力をつける人々』 

 本単元の学習計画は単元２時間目に児童と一緒に作成し，実践を行った。単元の学習計画は以下のとおりである。 

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４・５時間目 ６時間目 
室町時代とそれ以前の建

造物や平安時代，鎌倉時代
の文化と比較することをとおし
て，新たな文化が生まれたこと

についての学習問題をつく
り，学習の見通しを立てる。 

水墨画や茶の湯，生け
花などを調べて，室町時
代の文化の特徴や現在ま
で受け継がれていることを
捉える。 

能や狂言について調
べ，室町時代に生まれた
文化と今日の暮らしや文
化とのつながりに関心をも
てるようにする。 

水墨画や茶の湯，能に
ついてそれぞれ体験する
学習をとおして，これらの
文化が庶民に浸透し，現
在まで大切にされてきたこ
とを捉える。 

産業の発展に着目する
ことで，庶民が力を付け，
文化の発展を担ったことを
捉える。 

 単元内の学習活動において，抽出児童の変容が特に見られた場面について記述する。 

 

① 対話により習得した内容をもとに，学習課題への仮説を立てる場面 
 
 ６年生社会科『室町文化と力をつける人々』（１時間目） 
  前単元の「大陸に学んだ国づくり」や「武士の政治がはじまる」から時代相互を「比較」することをとおして，
共通点や相違点を発見し，新たな時代の特徴を探す学習方法を獲得している。単元の１時間目は，「平安貴族の屋敷」
「武家屋敷」「書院造の間（銀閣外観）」を比較して，文化の違い発見する活動を行った。Ａ児の班の「対話」と

【資料：デジタルポートフォリオの基本構造】 

【資料：デジタルノートの活用例】 



「対話」によりＡ児の思考がどのように変容したか分析する。 

 
 
【Ａ児の仮説までの思考】・・・平安時代の貴族の文化と比較して 
 
 
 
Ａ児の班は，書院造の間や銀閣の様子から「日本風」のものが多いことを共通の認識として「対話」を進めた。

その途中，Ａ児の発言をきっかけに,現代の家の様式と比較し始めた。平安貴族の屋敷と違い,書院造りの間は現代
の家に似ていることから「現代まで残っているものが多い」という新たな考えをもった。 
 Ａ児は，班での対話から「室町文化が現代にまで残る文化」と認識した。また，「貴族中心の平安文化よりも広が
りを見せているのは，庶民にまで浸透したからではないか」という授業中の友達の発言を受けて，①のように「現
代に残るには，流行しなければいけない」という考えをもち，「室町文化（茶の湯とか）が今にも伝わっているた
め，とても流行した文化」と仮説を立てた。班での対話から,学習課題への仮説を立てた姿と判断し, Ａ評価とし
た。 

 

② 既習知識を活用し，学習課題への仮説を立てる場面 
 
 ６年生社会科『室町文化と力をつける人々』（２時間目） 

室町文化の主だったものを調べた後に，前単元までの時代や現代の生活と「比較」して，「問い」を書き出す活
動を行った。 
Ａ児は，『室町文化は，今でもやっている人が多い。瀬波小学校でもクラブ活動に茶道がある。他の時代と比較し

て，なぜ，私たちの生活に残っているものが多いのだろうか？』とノートに記述した。学級全体の学習活動は以下
の表のとおりである。 

 学級全体の「問い」から単元を貫く学習課題「室町文化はなぜ
今でも残っていて，誰にでも親しみやすい文化なのか？」を設定
した。Ａ児は，この時間の振り返りを右のように記述した。②の
ように，平安時代の文化の特徴と比較して室町時代の文化の特徴
を捉えている。文化の広まり方について，既習知識を活用し，③
のように「誰に（貴族）→（庶民）」「どこに（都）→（地方）」
と２つの仮説を立てている。このことから,既習知識を活用し,学
習課題への仮説を立てたと判断し,Ａ評価とした。 
 

 
③ 学習課題解決後に，「新たな問い」を立てる場面 
 
６年生社会科『室町文化と力をつける人々』（３時間目） 

   本時は「なぜ，金閣は金色できらびやかなのに，銀閣は木造なのか。」を課題にして学習を進めた。予想を立てた 
  後,NHK for school を活用して予想と結果を比較した。 
   この時間Ａ児は次のように振り返りを記述した。記述④のように仮説を立てる姿を見とることが出来た。「主体的

に学習に取り組む態度の高まり」と言える。また，⑤の記述のように，単元を貫く学習課題を意識して，茶の湯や
生け花等，現代にまで残る文化であるにも関わらず，幕府の人物しか登場しないことから，「室町文化は生活に取り
入れやすい文化なのに，なぜ庶民が出ないのか？」と「新たな問い」を立てた。これは，「深まった問いの追求」に
あたると判断して，Ａ評価とした。 

児童が調べた室町文化 見いだされる問い 単元を貫く学習課題 

生け花 能 水墨画 ひなま
つり 
和歌 和室 日本風 現代ま
で 

〇平安時代は，庶民の生活とかけ離れた文化であるのに対
して，室町文化は，庶民もできるような文化なのはなぜ
だろう？（A 児が立てた「問い」） 

〇なぜ，金閣を見ると平安時代のようなきらびやかさを感
じるのだろう。 

〇私たちの生活に強く残っているのはなぜだろう？ 

◎室町文化はなぜ今でも残っていて，誰に
でも親しみやすい文化なのか？ 

他：畳や障子など，日本風の作りだね。 
他：お茶が飲みたくなる。 
Ａ：おじいちゃんの家の作りに似ている。自分

の家はアパートだから違うけど。 
他：サザエさんの波平さんの部屋の作りに似て

いない？ 
Ａ：本当だ！後ろの棚も似ている。 
他：室町時代の建築様式は，現代まで残ってい

るということじゃない？ 

 今日は室町文化について学びました。友達が，
「これまでの時代で文化の話になると庶民が出な
いから，今回は登場するかな？」と言っていまし
た。残念ながら，今日の学習では出てきませんで
した。銀閣や金閣は，今まで聞いたことがあった
けれど，平安時代の建物と違っていて面白かった
です。 
 室町文化（茶の湯とか）が今にも伝わっている
ため，①とても流行した文化だと推測しました。 

【資料：単元１時間目Ａ児の所属する班の話し合い】 【資料：単元１時間目Ａ児の振り返り】 

室町文化は現代に残っているものが多い 庶民にまで広がりを見せた？ 流行した文化であったはず 

 この学習課題に対して，②これまで
は都にいる貴族に文化が広まっていた
ため，親しみやすい文化とは言えなか
った。しかし，○○さんの発表のよう
に③庶民にも広まることで，全国の誰
にでも広まり，現在まで残っていると
思う。 

【資料：単元２時間目Ａ児の振り返り】 



 
 
６年生社会科『室町文化と力をつける人々』（４・５時間目） 

Ｂ児の振り返りを分析すると,「新たな問い」を立てることが
できていないことが分かった。そこで，「単元を貫く課題」を意
識して,自分はどの程度解決できているのかを考えるように促し
た。この結果，４・５時間目は，⑥の記述のように，文化が残り
続ける理由に関する「新たな問い」を立てた。この「問い」は,
体験した茶の湯を理由に挙げた「深まった問いの追求」にあたる
と判断して, Ａ評価とした。  

 
６年生社会科『室町文化と力をつける人々』（６時間目） 
  単元終末となる６時間目に単元を貫く学習課題に対する振り返りを書く活動を行った。Ａ児・Ｂ児の記述は以下
のとおりである。 

 
単元を貫く学習課題を意識しながら，仮説や新たな問いを考えることで，主体的な学習に取り組む態度は高める

ことが出来たと考える。また，単元終末の両児童の振り返りには，自分の生活と結び付いた新しい事象とつながりが
記載されている。単元の学習をとおして，自己の生き方にまで影響が広がったと判断できる。このことから，単元を
とおして両児童の「主体的に学習に取り組む態度」はＡ評価とした。 
【評価の変遷】 
 
 
 

４ 成果と課題 

【成果】評価場面を焦点化することで，教師の妥当性の高い評価が可能になるだけではなく，児童が「次の時間の学
習内容を選択する」「自分の現在の学習状況を把握する」等の主体的な学習態度を高めることが可能になっ
た。デジタルポートフォリオの作成により，児童も教師も「蓄積」された学習内容を視覚的に共有すること
が可能であった。B 児童のように「問い」が立てられない等の個別支援も可能となった。両児童の振り返り
からは，本研究で意図した以上に学習の個別化（自己のキャリアに影響がある）まで表出された。「評価場
面」を焦点化することで，児童の主体的に学習に取り組む態度が高まり,「何ができるようになったか」と
いった学習評価の充実に繋げることができた。 

【課題】本実践では，「どう学ぶか」についての指導が不充分だったと考える。「デジタルノートの活用」など，児童
が自らの学習到達度や実態に合わせて，学習方法や学習形態を工夫できるように必要な教師の手立てを追究
したい。 
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 １時間目 ２時間目 ３時間目 ４・５時間目 ６時間目 単元の評価 
Ａ児 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 
Ｂ児 Ｂ評価 Ｂ評価 Ｂ評価 Ａ評価 Ａ評価 Ａ評価 

 今日は，室町文化の銀閣にはなぜ，銀箔が貼られていないのかを学びました。 
  私は仮説で，④「争いが起きて義政は銀箔を貼ることができなかったのでは？」と考えました。友達の「お
金が無かった」という考えと合体させて，争いが起きたからお金が無かったと最終結論させました。 

  しかし，文化の始まりの中に「庶民」が出てきませんでした。⑤生活に取り入れやすい文化なのになぜ，出
てこなかったのか不思議に思いました。 

 茶の湯体験では，長い年月の間，大切にされ
てきた作法があることを知った。しかし，明治
時代に入り，畳ではなく，⑥テーブルで茶を立
てる文化に形を変えたことで，現代まで続いて
きたのだと考えた。このように，時代に合わせ
て形を変えると文化は残るのかと疑問に思いま
した。 

【Ａ児の振り返り】 
 
単元を貫く課題を「室町文化はなぜ今でも残っていて，誰にでも親しみやすい

文化なのか？」と設定して，学習を進めました。 

 私は，室町以前の文化に比べて，室町文化が今にも残っているのは，文化に触

れる人が増えたからだと分かりました。平安時代は，貴族が中心の文化だったの

で，限定的な広がりでした。しかし，室町時代は，貴族に加えて武士も文化に加

わり，一部の文化では庶民も入ってきました。文化に関わる人が多いほど，文化

は残りやすいと考えました。 

 

 また，誰にでも親しみやすいという点では，体験学習から，作法などは同じで

も時代に合わせて文化の形が変わったと知りました。時代時代に合わせること

で，親しみある文化になると思います。海外の人からも「日本風」と呼ばれる文

化なので，地域のお茶検定など，進んで関わり，少しでも多くの人に魅力を伝え

たいです。 

【Ｂ児の振り返り】 
 
単元を貫く課題を「室町文化はなぜ今でも残っていて，誰にでも親

しみやすい文化なのか？」について学習しました。 

 私は，室町文化は貴族と武士を中心に広めたことで，多くの人に文

化が広がったと分かりました。しかし，庶民については未だ広まりが

少ないと思います。友達が江戸時代にはさらに多くの人がお茶や生け

花をしたと言っていたので，時代とともに文化が広がると考えまし

た。室町時代の後もこの文化が広まり続けたので，今にまで残ってい

るのだと思います。 

 

 また， 次は私たちが文化を引き継がないと途絶えてしまうと考えま

した。母が生け花を習い事にできると言っていたので，今後参加して

みようと思います。 

【資料：単元３時間目Ｂ児の振り返り】 

【資料：単元３時間目Ａ児の振り返り】 

思考判断表現の評価（授業に関わる部分） 思考判断表現の評価（授業に関わる部分） 

主体的に学習に取り組む態度の評価 

主体的に学習に取り組む態度の評価 


